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本市においては、人口減少、少子高齢社会の到来などの社会情勢が急激に変化、子どもたちの学力、
規範意識・社会性や家庭の教育力の低下など、教育を取り巻く環境が大きく変化しています。さらに、
平成 23 年３月 11 日に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う東日本大震災により、学
ぶ意欲や学力及び家庭の教育力の低下など、教育の問題は深刻な状態が続いています。
上位計画である復興総合計画との整合を図りながら、家庭・学校・地域が連携し、震災による逆境

を飛躍への好機と捉える強い精神力を持ち、自らの力で未来を切り拓いて新しい南相馬市を創造する
ことができる人材を育成するために、「確かな学力」「豊かな心」「健やかなからだ」をバランスよく育
み、生涯を通して成長することのできる教育環境の創造を目指します。

「自ら学び、自ら考え、
　　　　生きぬく力を育むまちづくり」
「自ら学び、自ら考え、
　　　　生きぬく力を育むまちづくり」
「自ら学び、自ら考え、
　　　　生きぬく力を育むまちづくり」

復興を超えて、新しい南相馬へ
～自らの力で社会を創造する人材の育成～

復興を超えて、新しい南相馬へ
～自らの力で社会を創造する人材の育成～

復興を超えて、新しい南相馬へ
～自らの力で社会を創造する人材の育成～

・本市の将来を担う子どもたちが夢や希望を持ちながら、挫折や苦難に負けない「生きぬく」心と
体を備え、南相馬の新たな未来を牽引するとともに、世界的に発信力※のある人材の育成を目指
します。
　※ 発信力…創造力、提案力、企画力、発明力など、自分で未来を切り拓くための多様な力の総称

夢と希望を持ち、挫折や苦難に負けない生きぬく力
が備わった子どもたちの育成

基本理念１

第２章 基本目標

目指す子ども・市民の姿２
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・すべての市民が生涯にわたり学ぶことができる環境や、気軽に芸術・文化活動やスポーツに親し
む機会を充実させるとともに、様々な交流活動を通して、自らの力で新しい南相馬を創造するこ
とができる人材の育成を目指します。

生涯を通して成長し、新しい南相馬市を創造するこ
とができる市民

基本理念である「自ら学び、自ら考え、生きぬく力を育むまちづくり」の実現のため、学校教育、
生涯学習・スポーツ、文化、幼児教育の４つの分野ごとに基本目標を設定し、その目標ごとに取組む
施策を位置づけます。

学校教育 知・徳・体の調和のとれた「生きぬく力」を備えた、
全国トップレベルの児童生徒を育成します。
教育を取り巻く環境が大きく変化している中で、逆境にも負けない、たくま
しく対応できる「知」「徳」「体」の調和の取れた「生きぬく力」を備えた全国
トップレベルの児童生徒、これらを支える教職員の資質の向上とともに、魅力
あふれる教育環境づくりや教育カリキュラムの充実を図ります。
また、自然災害等への安全対策、防犯対策の充実を図り、安心して学ぶこと
のできる教育環境の形成を進めます。

生涯学習
スポーツ

誰もが親しめる生涯学習・スポーツ環境の充実を
図ります。
生涯学習やスポーツ、芸術文化等に親しむことは、健康づくりや生きがいづ
くりにつながりますが、震災後、学びやスポーツに親しむ機会は減少する一方
で、市民の生涯学習やスポーツ、芸術文化等に対するニーズは多様化かつ高度
化しています。このため、幅広い世代が楽しめる学習機会や、スポーツ・芸術
文化施設の充実とともに、各種団体の組織強化、指導者の育成を図ります。

基本目標３
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文　　 化 地域を象徴し、地域の誇りとなる地域文化を
継承します。
相馬野馬追に代表される地域文化は、地域の特性を表現するだけでなく、そ
の文化的魅力を発信することで交流人口の拡大、さらには郷土愛の醸成や地域
のつながりの再構築につながることから、後世へと継承していく仕組みづくり
や、これらを支える人材の育成を図ります。

幼児教育 安心して子育てできる環境整備を図ります。

震災によるコミュニュティや生活環境の激変は、子どもと親を取り巻く環境
とともに、保育園・幼稚園の運営環境に大きな影響を及ぼしており、精神的の
みならず経済的にも、南相馬で安心して子育てができる環境の形成を図ります。


